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１．研究計画の概要
本研究では、重層的な意思決定システムを

取る帝国モデルと、最終決定主体が一元的に
明確化した主権国家モデルという二つのモ
デルを理念型として設定する。そして、中世
から近世を経て、近代･現代に至るドイツ史
の中で、それぞれのモメントがいかなる組合
せで現れるか、いかに両者の結合が変遷して
いくかを理論的－歴史的に比較考察し、主権
国家中心の見方と異なる新たなヨーロッパ
史理解、更に超国家的連邦秩序の解明に資す
ることを研究課題とする。

２．研究の進捗状況
 ⑴中世は、ルポルド・フォン・ベーベンブ
ルクを中心として１４世紀帝国制論を解明
する一方で、１５世紀帝国国制の特徴と変化
を探求した。
⑵近世は、ヴェストファーレン条約のうち

オスナブリュック条約とミュンヘン条約を
分析し、両条約の重複部分と相違部分を交渉
プロセスに即して解明した。
⑶近代は、ヘーゲル歴史哲学講義の未公刊

資料を素材として帝国崩壊後の主権国家創
立が世俗化の課題に対し持った意義を探求
した。またギールケ、ラーバントを中心とし
て第二帝政期の連邦国家論を解明し、これと
比較しつつプロイス国家論を分析した。
⑷現代は、ヴェーバーとプロイスを中心と

してヴァイマール共和国制成立期の連邦制
論を一次資料に即して解明した。また第二帝
政期・ヴァイマール期の連邦国家論がヨーロ
ッパ統合の現代的議論に対し持つ意味を考
察した。

研究方法として、中世・近代・現代の各時

期につき、在外研究による資料収集と海外研
究者との交流、研究成果の学会報告を積極的
に進めた。また日本ヘーゲル学会と協力して
国際シンポジウムを開催し、研究成果を欧語
で公表するとともに、アンゲールン教授（バ
ーゼル大学）を招聘し、東大の相関社会科学
研究会と共同で研究会を開催した。

３．現在までの達成度：
②おおむね順調に進展している。

 理由：⑴中世及び⑵近世は、ほぼ順調に研
究が進んでおり、⑶近代の帝国崩壊期も成果
の公表まで進んでいる。これに対し、連携研
究者が昨夏より在外研究に出かけたため、歴
史法学派や第二帝政創立期の研究が立ち遅
れている。⑷現代は、ヴァイマール創立期に
つき研究成果の公表が進んでおり、ヴァイマ
ール末期も現在研究が着手されている。

４．今後の研究の推進方策
第二帝政創立期の研究を補強するため、こ

の時期の専門家ヴァイヒライン教授を本年
度に招聘する予定である。またヴァイマール
末期の研究を推進するため、在外研究を再度
予定している。本年度中には各時期の最終成
果を報告し、研究のとりまとめを行う予定で
ある。
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